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◆ Eggに直接データを送信する。 

 

Eggの点検読み取り画面で、「登録番号」の欄にフォーカスがある（背景が黄色い状態）で、豆っぴの 

転送操作を行います。 

 

 

 

◆「ワードパッド」を使用する。 

 

1. スタートメニューの「すべてのアプリ」で、「Windowsツール」を開きます。 

 

 

 

 

2. 「Windows ツール」のフォルダが表示されるので、その中にある「ワードパッド」のアイコンをダブルク

リックします。 



Windows11での豆っぴデータ転送 2024.3.1 

 

 2 / 3 

 

 

 

3. アプリが開いたら、豆っぴのデータを転送します。 

 

 

4. 転送が完了したら、メニューの「ファイル」をクリックし、「名前を付けて保存」の「▶」をクリックします。 

5. 保存形式が表示されたら、「テキスト形式のドキュメント」をクリックします。 
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6. 「名前を付けて保存」のウィンドウが表示されますので、保存する場所とファイル名を指定します。 

 

「ファイルの種類」が「テキストドキュメント」となっていることをご確認ください。 

 

 

 

7. 「テキスト形式で保存すると、書式情報はすべて失われます。」の確認メッセージが表示されますので、 

「はい」を押します。 

 

 

8. 保存したファイルを点検読み取り画面の「ファイル読み取り」で読み取ります。 

 

 

 

 


